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川内川水防演習川内川水防演習
災害に備えて災害に備えて



広報さつま３ ２広報さつま

　　　

町
で
は
平
成
18
年
の
県
北
部
豪
雨
災

害
を
教
訓
に
、
災
害
時
、
在
宅
で
心
身

が
不
自
由
な
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
、

家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
、
自
力
で
の
避
難

が
難
し
い
方
を
地
域
で
支
え
合
う
「
災

害
時
要
援
護
者
（
登
録
）
制
度
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
災
害
時
要
援
護
者
を

地
域
み
ん
な
で
見
守
り
、
災
害
の
発
生

時
又
は
予
想
さ
れ
る
時
、
地
域
避
難
支

援
者
が
一
緒
に
避
難
す
る
な
ど
の
支
援

を
行
う
共
助
の
精
神
に
基
づ
い
た
地
域

活
動
で
す
。

　

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
で
く
い
止

め
る
た
め
に
、
地
域
で
の
日
頃
の
安
否

確
認
や
見
守
り
活
動
が
非
常
に
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

新
規
で
の
登
録
や
内
容
の
変
更
・
更

新
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
公
民
会
長
も
し
く

は
民
生
委
員
を
通
じ
て
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ

る
等
、
避
難
が
必
要
な
段
階
に
お
い
て

「
避
難
支
援
窓
口
」
を
福
祉
課
内
に
設

置
し
ま
す
。

※
対
応
電
話
は
、

☎
（
53
）
１
２
３
４
（
直
通
）
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　

（
内
線
２
１
３
１
）

　

５
月
17
日
、
出
水
期
を
迎
え
る
前
に
、

平
成
27
年
度
川
内
川
水
防
演
習
（
下
流

地
区
）
が
川
内
川
右
岸
宮
之
城
橋
下
流

河
川
敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

演
習
に
は
、
さ
つ
ま
町
・
薩
摩
川
内

市
の
消
防
署
員
・
消
防
団
員
を
は
じ
め
、

国
、
県
、
自
衛
隊
な
ど
各
防
災
関
係
機

関
か
ら
約
３
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

河
川
敷
で
は
、
堤
防
の
洗
掘
箇
所
の

拡
大
、
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
木
流
し
工

（
表
紙
写
真
）
な
ど
様
々
な
水
防
工
法

の
演
習
が
行
わ
れ
、
災
害
を
想
定
し
参

加
者
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
防
演
習
の
前
に
、
宮
之
城

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
防
災
・
減
災
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
１
５
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
日
本
建
設
情
報
総
合

セ
ン
タ
ー
の
大
塚
強
史
九
州
地
方
セ
ン

タ
ー
長
が
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
に
お
け
る
災
害
時
の
対
応
（
自
治

体
と
の
連
携
・
支
援
）
に
つ
い
て
、
鹿

児
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課
の
山
下

一
美
防
災
気
象
官
が
、
防
災
気
象
情
報

の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
害
を
未
然
に
防
止
し
、
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
に
、
水
防
活

動
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

施　設　名

　宮之城総合体育館

　屋地楽習館

　宮之城鉄道記念館

　盈進小学校

　虎居地区公民館

　県営若草団地集会室

　宮之城伝統工芸センター

　薩摩中央高校

3 時　吉 　宮之城トレーニングセンター

4 船　木 　船木農業構造改善センター

5 柊　野 　柊野小学校体育館

　平川小学校

　平川営農研修センター

7

佐　志 　佐志地区公民館8

山　崎 　山崎地区公民館9

二　渡 　二渡営農研修館

10 久富木 　久富木区公民館

11

白男川 　白男川小学校12

泊　野 　泊野小学校

地区別

1

6 平　川

宮之城

屋　地

虎　居2

施　設　名

　鶴田地区コミュニティセンター

　鶴田小学校
14

湯　田 　湯田いきいき研修館

　鶴田中央公民館

　鶴田体育館

　鶴田保健センター

　柏原地区集会施設ほたる館

　柏原小学校

　紫尾小学校

　紫尾区公民館

　求名交流館

　薩摩農村環境改善センター

　求名小学校

　薩摩中学校

　中津川交流館

　中津川小学校

　薩摩農村環境改善センター

　観音滝交流センター

　北さつま農業協同組合永野支所

地区別

神　子

柏　原

19

紫　尾

求　名

13

15

16

17

20

中津川

永　野

18

鶴　田

積土のう工　水のあふれ(越水)対策積土のう工　水のあふれ(越水)対策

築廻し工　斜面の崩れ(崩壊)対策築廻し工　斜面の崩れ(崩壊)対策

大型ブロック投入工　深掘れ(洗掘)対策大型ブロック投入工　深掘れ(洗掘)対策 日髙町長へ水防工法開始の報告日髙町長へ水防工法開始の報告

釜段工　漏水対策釜段工　漏水対策

講師２名による講演講師２名による講演

川
内
川

水
防
演
習
を
実
施

災害に強い
地域社会の実現を
目指して

自助…自分でできることを、自分自身で行うことをい
　　　います。自らの命は自ら守るということです。

共助…個人の力だけでは解決が困難なことを、住民や
　　　事業所、ボランティアの人たちが地域で協力し
　　　て行うことをいいます。自分たちの地域は、自
　　　分たちで守るということです。

公助…個人や地域の力では解決できないことについて、
　　　県や市町村、消防、警察、自衛隊など、公共機
　　　関が行うことをいいます。特に災害時の「公
　　　助」には限界があるので、普段から「自助」
　　　「共助」の充実を図っておくことが重要です。

災害の種類によって開設される
避難所は異なります

指定緊急避難場所及び
指定避難所一覧

地　　区

合　　計

宮之城屋地１ 8 40 48
11 50 61
1 2 3
3 9 12
2 4 6
0 5 5
3 10 13

7 21 28
11 20 31
16 28 44
17 51 68
3 19 22
0 5 5
7 28 35
4 18 22

6 13 19
10 15 25
13 30 43
5 15 20
17 48 65
144 431 575

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11 

12 

13 

14

15

16

17

18

19

20

虎　　　居

時　　　吉

船　　　木

柊　　　野

平　　　川

湯　　　田

佐　　　志

山　　　崎

久　富　木

二　　　渡

白　男　川

泊　　　野

鶴　　　田

神　　　子

柏　　　原

紫　　　尾

求　　　名

中　津　川

永　　　野

男　性 女　性 合　計

『登録状況』 平成27年５月１日現在（単位：人） 要
援
護
者
を
地
域
み
ん
な
で

見
守
り
、
支
援
し
ま
し
ょ
う

災
害
時
要
援
護
者

　
　
　
　
登
録
制
度

登
録
し
て
く
だ
さ
い



○災害時要援護者避難支援窓口

広報さつま５ ４広報さつま※６月１日から６月30日まで土砂災害防止月間です！

はん濫の発生＝レベル５
堤防の決壊などにより、はん濫した時点でレベル５となります

レベル 水 位 自治体・住民に
求める行動

４(

危
険)

３(

警
戒)

２(

注
意)堤

　
防

１

はん濫危険水位を超えると、は
ん濫の恐れがあります
住民は避難を完了する段階です

レベル４

自治体は避難勧告などの発令を
検討する段階です
住民は避難判断をする段階です

レベル３

水防団は、待機を行う段階です

レベル１

自治体は避難準備情報の発令を
検討する段階です
住民は、はん濫に関する情報に
注意が必要な段階です
水防団は、出動する段階です

レベル２

※危険度レベルは川内川の橋脚や護岸に表示してあります

避難行動の準備を行う
目安となる水位です

はん濫注意水位

避難判断水位
避難行動を行う目安となる
水位です

はん濫危険水位
堤防の決壊など重大な災害
発生の恐れがある水位です

水防団待機水位
水防団が水防活動を行う
ために待機する水位です

●ロープ

●ナイフ・缶切 ●乾電池

●筆記用具
●ティッシュペーパー

●貴重品
（通帳・印鑑・
　　　現金等）

●携帯ラジオ

●衣類・タオル

●雨具

●懐中電灯・ろうそく
　ライター

●飲料水

●緊急医薬品
　生活用品
（生理用品等）

レベル３「避難判断水位」は、避難の
目安として設けられた水位で、はん濫
の危険度が大きいことを表しますから、
一刻も早く避難する必要があります。

大雨の時などは役場、気象台、消防、
警察などの防災機関からの情報、テ
レビやラジオのニュースなどに十分
注意してください。

河川情報や避難情報に注意！

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
勢
力
の
強
い

台
風
の
襲
来
や
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら

防
災
意
識
を
持
ち
、
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

大雨になる恐れ
雨が降り出す

大雨が降り続くと…

雨が強くなると…

さらに
激しい大雨が続くと…

普段から…

　
町
内
に
は
、
１
４
０
９
箇
所
の
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
土
砂

災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
）
」
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段

か
ら
お
住
ま
い
の
場
所
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

な
い
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《非常事態》

ただちに命を守る行動をとる

町からの避難勧告等に従い直ちに避難所に避難！

外出が危険なときは、家の中で少しでも安全な場所に移動

最新の情報に注意して、災害に備えた早めの準備を
雨・風の影響を受けやすい地区・避難困難者は早めの行動！

町が発表する避難に関する情報に注意し、必要に応じ速やかに避難

（立地条件等によっては、自主避難を！）

気象情報の
変化に注意 備えは大丈夫？

特別警報が発表されていなくても
早め早めの行動を！

冷静な判断が大事です
周囲の状況に応じた行動を！

「住居の位置」や「住居の構造」、「既に浸水が生じている状況なのか否
か」によって「自宅外避難」の必要性は異なりますので、冷静な判断が重
要です。災害から命を守ることができる行動を考えておきましょう。

・気象情報や外の様子に注意

・非常用品や避難場所、避難ルートを確認

・災害に備えて、家の外の備えを点検

　
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
時
に
は

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
雨
が
降
り
出
し
た
ら
、
雨
雲
の
動
き
や
大
雨
に
関
す
る
情
報
・

土
砂
災
害
警
戒
情
報
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
が
け
下
や
渓
流
沿
い
な
ど
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
大
雨
の
際
や

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
早
め
に
安
全
な
場

所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夜
間
に
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
際
に
は
、
暗
く
な
る
前
に

避
難
す
る
こ
と
が
よ
り
安
全
で
す
。
町
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
の

情
報
に
注
意
し
て
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
豪
雨
な
ど
で
避
難
所
へ
の
避
難
が
困
難
な
時
は
次
善
の

策
と
し
て
、
近
く
の
頑
丈
な
建
物
へ
の
緊
急
避
難
や
、
さ
ら
に
困

難
な
際
は
、
家
の
中
の
が
け
か
ら
離
れ
た
部
屋
や
二
階
な
ど
の
少

し
で
も
安
全
な
場
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

❸
大
雨
時
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
夜
間
に
大
雨
が
予
想
さ
れ

る
際
は
暗
く
な
る
前
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・周りより低い場所など、危険箇所を把握

・避難場所や避難ルートを確かめておく

ｄボタン
を押す

○避難所に関すること
・総務課　　　　　内線2215　 

・建設課　　　　　内線2252　 
・耕地林業課　　　内線2432　

・町民環境課　　　内線2127
・環境センター　　☎53-0013
・クリーンセンター　　　
　　　　　　　　　☎53-3111

☎53-1234

・九州電力㈱川内営業所
　(コールセンター)
　　　　　 ☎0120-986-802

○土砂災害に関すること

○環境衛生に関すること

○道路交通に関すること

○停電に関すること

●非常食

携帯電話から手軽にいつでも
どこでも、レーダー雨量、河
川水位やダム情報がリアルタ
イムでわかります。

川内川防災情報
『早よ見やん川内川』

【携帯版】 
http://www.qsr.mlit.go.jp/se
ndai/bousai/keitai/index.htm

台風や大雨の際は、

土砂災害

気象情報等はどこで分かる？

(1)さつま町ホームページ
　http://www.satsuma-net.jp/kurashi/bosai/joho/index.html
(2)気象庁ホームページ
　http://www.jma.go.jp
(3)鹿児島地方気象台ホームページ
　http://www.jma-net.go.jp/kagoshima/index.html
(4)土砂災害情報マップ
　http://www.sabomap.jp/kagoshima/

さつま町役場　☎53-1111
■災害時の

　問い合わせ先

・建設課　　　　内線2254
・県北薩地域振興局建設部
　　　　　　　　☎25-5548

そのほか、テレビ・ラジオ、テレビデ
ータ放送（リモコンのｄボタン）のニ
ュース、天気予報番組など

防災グッズの
　準備と定期点検

おもな
非常持出品

❷
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
雨
量
の
情
報
に
注
意
す
る
。

❶
お
住
ま
い
の
場
所
が
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
か
確
認
す
る
。

台
風
や
災
害
に
備
え
て

台
風
や
災
害
に
備
え
て

雨
が
降
り
始
め
た
ら

雨
が
降
り
始
め
た
ら

豪
雨
に
な
る
前
に

豪
雨
に
な
る
前
に

に注意してください！

には水位の高さに応じた危険度のレベルがあります

■水位危険
　レベル

川川

～防災気象情報を活用して早めの避難を！～

※イラスト「気象庁提供」

に備えていますか？災害災害

注意報注意報

警 報警 報

特別警報特別警報

★ 

気
象
台
が
発
表
す
る
防
災
気
象
情
報
の
流
れ



H17

425人

H27

325人
(4/1時点)

H27

325人

H32

323人

H37

305人
(4/1時点)

【目標】　さつま町定員管理計画（全職員総数）
（H27 ～ H36　10 年間）

【実績】　さつま町定員管理計画（全職員総数）
（H17 ～ H26　10 年間）

※100 人を削減しました

※20 人の削減を目標にしています

広報さつま７ ６広報さつま

第
３
次
行
政
改
革
大
綱

（
計
画
期
間
…
Ｈ
27
～
Ｈ
31
）
は

①
将
来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
化

②
組
織
づ
く
り
と
人
材
育
成
　

③
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
　

④
町
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
　

と
い
う
４
つ
の
車
輪
に
よ
り
進
ん
で
い

き
ま
す
。

　

５
年
間
の
限
ら
れ
た
計
画
期
間
の
中

で
、
行
政
改
革
を
迅
速
か
つ
着
実
、
計

画
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
全
庁

体
制
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

　

平
成
17
年
度
の
３
町
合
併
時
に
４
２
５

人
で
あ
っ
た
職
員
数
は
、
県
か
ら
の
権

限
移
譲
で
業
務
量
が
増
大
す
る
中
、
効

率
的
な
行
政
執
行
に
積
極
果
敢
に
取
り

組
み
を
進
め
た
結
果
、
平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
で
１
０
０
人
減
じ
る
３
２
５

人
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
次
の
計
画
で
は
平
成
37
年
４
月

１
日
で
職
員
数
３
０
５
人
と
し
、
10
年

間
で
20
人
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　

取
り
組
み
と
し
て
は
、
各
年
代
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
体
制
を
整
備
す

る
た
め
毎
年
度
、
計
画
的
に
職
員
の
採
用

を
行
う
ほ
か
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
消
防
職
の
増
員
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
一
定

数
の
職
員
を
確
保
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

※
行
政
改
革
大
綱
・
定
員
管
理
計
画
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
デ
ー
タ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

企
画
財
政
課　

政
策
推
進
係

　
　
　

（
内
線
２
２
２
３
）

平成26年４月からの消費税率引き上げに伴う子育て世帯・低所得者への影響を緩和するた

め、平成27年度も「子育て世帯臨時特例給付金」・「臨時福祉給付金」を支給します。支

給の手続き、申請時期などは、詳細が決まり次第、対象者へ通知いたします。

平成27年度は、２つの給付金のどちらの要件にも該当する人は、両方とも受給することが

できます。（それぞれ申請が必要です。）　

※氏名の掲載は、本町のふるさとさつま応援寄附金及びかごしま応援寄附金の平成26年４月から平成27年３月までの

　寄附者の中で、本人の了承があった分のみです。

　平成20年度から「ふるさと納税」制度が始

まり、県全体では「かごしま応援寄附金」、

本町では「ふるさとさつま応援寄附金」とし

て取り組んでいます。

　『ふるさとを応援したい』、『ふるさとに

貢献したい』そんな故郷を想う皆さんのお気

持ちが、この制度を通して形になります。

　これらの寄附金は、主に公民会や公共的団

体等から提案された「地域元気再生事業」な

どに活用させていただくこととしています。

　今後も引き続きご支援をよろしくお願いい

たします。

久木田  利廣（神奈川県）片岡 タル子（兵庫県） 上大迫 清澄（神奈川県） 愛甲 将剛（東京都）

高楠 照代（三重県） 千賀 忠（東京都） 植囿 優一（東京都） 三腰 信幸（兵庫県）

吉田 正幸（愛知県） 矢作 哲子（東京都） 有馬 和久（東京都） 蕨野 光信（福岡県）

大野 清一（鹿児島市） 蕨野 妙子（福岡県） 橋口 平一（兵庫県） 石井 照江（大阪府）

久木野 令佳（東京都） 小向井 秋三（千葉県） 才原 哲史（鹿児島市） 田澤 浩（千葉県）

持橋 多聞（東京都） 現王園 充（大阪府） 日笠山 広文（埼玉県） 十島 征五（大阪府）

今西 智（大阪府） 鈴木 晴博（鹿児島市） 山下 岳英（東京都） 堂囿 裕治（神奈川県）

水流 和行（神奈川県） 松坂 繁毅（東京都） 黒田 清隆（神奈川県） 栗岡 宏昭（神奈川県）

片山 賢三（東京都） 川島 龍郎（神奈川県） 柳野 卓雄（千葉県） 酒匂 猛（鹿児島市）

浅川 正（大阪府） 浅川 晴美（大阪府） 松本 哲男（薩摩川内市） 木原 逸男（山梨県）

前 義信（奈良県） 今東 成人（大阪府） 梶原 照男（兵庫県） 福留  イクエ（神奈川県）

福留 浩海（神奈川県） 若林 純子（千葉県） 中島 政子（茨城県） 塩鶴 隆夫（東京都）

中村 彰男（東京都） 杉元  龍太郎（神奈川県）朝隈 信彦（神奈川県） 持橋 いくよ（東京都）

小島 滿郎（東京都） 小林（神奈川県） 会田 渉（神奈川県） 高橋 弘彦（千葉県）

子育て世帯臨時特例給付金 臨時福祉給付金

平成 27 年１月１日

平成 27 年６月分の児童手当の受給者等

対象児童１人につき　３千円 対象者１人につき　６千円

平成 26 年の所得が児童手当の所得制限
額に満たない者

町民税（均等割）が課税されていない者

上記所得制限額以上の者

※平成 27 年度は、児童が臨時福祉給付金

の対象者や生活保護の被保護者である場

合も対象です。

●課税されている方の扶養親族等

●生活保護の被保護者等

基　　準　　日

対象外の範囲

申 請 方 法

お問い合わせ先

対　　象　　者

税・所得の要件

給　 付　 額

福祉課　子育て支援係（内線2133）　
福祉課　子育て支援係（内線2133）

福祉課　福祉係（内線2135）

児童手当の現況届と同時に給付金の申請

書を送ります。詳しくは、６月上旬の現況

届に同封の案内をご覧ください。

８月下旬、対象になると思われる方へ申

請書をお送りして案内します。

平成 27 年５月 31 日

住民基本台帳に記録されている者

５月子牛せり市結果　期日：５月15日(金)～16日(土） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 246 153,645,000 995,000 624,573 285

311

300

672,037

652,577

957,000

995,000

237,901,000

391,546,000

354

600

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対４月分）

  14,538円高値

25,407円高値

22,476円高値

ふるさとさつま応援寄附金
（ふるさと納税）

＜平成26年度の寄附金総額＞

次の皆様から寄附金をいただきました。ありがとうございました。（順不同・敬称略）

かごしま応援寄附金（県経由さつま町指定分）

ふるさとさつま応援寄附金

６７0,７６９円（33件）

３,４４３,７５0円（67件）

さつま町へのたくさんの応援メッセージ等ありがとうございました。

＜お申込み・お問い合わせ先＞

　さつま町役場

　　企画財政課　企画係　

　　☎53－1111（内線2224）

・いくつになってもふるさとはいいなあと感じている。

・生まれ育った町に少しでも恩返しができればと思っています。 

  未来を担うこども達のために有意義に使ってください。

・全国から注目される「さつま町」を期待しています。

・遠くからですが、さつま町の人と町を応援しています。

・町の発展・活性化の為に頑張って下さい。

・一人暮らしの老人でも安心して住める町を目標に！

子育て世帯臨時特例給付金 ・臨時福祉給付金

「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
並
び
に

「
定
員
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

■
行
政
改
革
大
綱

■
定
員
管
理
計
画

※一部紹介、
　原文のとおり



人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち のニュースちま

鹿
児
島
フ
ァ
ン
集
う

関
西
か
ご
し
ま

　  

フ
ァ
ン
デ
ー

優
れ
た
芸
術
に
ふ
れ
る

日
展
鹿
児
島
会

　
さ
つ
ま
展

あ
く
ま
き
作
り

　
　
　
を
学
ぶ

平
川
小
児
童
が
挑
戦

と
ろ
け
る
食
感

　
　
濃
厚
な
味
わ
い

マ
ン
ゴ
ー
収
穫
祭

８広報さつま９ 広報さつま

　

４
月
19
日
、
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大

阪
で
、
関
西
鹿
児
島
県
人
会
総
連

合
会
主
催
の
第
11
回
関
西
か
ご
し

ま
フ
ァ
ン
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
３
万
６
千
人
と

い
う
大
勢
の
鹿
児
島
フ
ァ
ン
が
集

合
し
ま
し
た
。　

　

本
町
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ

ま
・
軸
屋
酒
造
㈱
・
農
事
組
合
法

人
梅
香
丘
・
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
さ
つ

ま
・
夢
進
・
町
料
飲
業
組
合
・
町

観
光
特
産
品
協
会
が
出
展
し
ま
し

た
。
町
で
は
、
観
光
・
移
住
Ｐ
Ｒ

の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
ホ
タ
ル
舟

や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
ア
ピ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

　

販
売
に
は
、
関
西
さ
つ
ま
会

（
市
野
英
司
会
長
）
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
売
れ
行
き
も
好
調
で
、

午
前
中
で
売
り
切
れ
と
な
る
商
品

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
稲
盛

和
夫
会
長
と
伊
藤
知
事
、
各
首
長

の
あ
い
さ
つ
及
び
観
光
大
使
、
ご

当
地
キ
ャ
ラ
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
ゲ
ス
ト
歌
手
に

よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
等
も
あ
り
、
会

場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
か
ら
５
月
８
日
の
13

日
間
、
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
で
町

10
周
年
記
念
日
展
鹿
児
島
会
さ
つ

ま
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
県
内
在
住
の
日
展

出
品
者
の
作
品
４
部
門
（
洋
画
・

彫
刻
・
工
芸
美
術
・
書
）
１
２
５

点
が
展
示
さ
れ
、
優
れ
た
芸
術
作

品
を
間
近
で
鑑
賞
で
き
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
美
術
館
に
様
変
わ
り

し
た
ひ
ま
わ
り
館
に
は
、
町
内
外

か
ら
約
２
６
０
０
人
の
方
が
来
場

し
、
思
い
思
い
に
作
品
を
鑑
賞
し

な
が
ら
、
心
や
す
ら
ぐ
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
で
は
特
別
賞
と
し
て
、

４
人
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

■
さ
つ
ま
町
長
賞

「
佇
り
か
か
ら
ず
」
美
坂 

康
太
郎

■
さ
つ
ま
町
議
会
議
長
賞

「
升
天
行
一
節
」　

瀬
筒 

寛
之

■
さ
つ
ま
町
教
育
長
賞

「
い
い
湯
だ
よ
」  

丸
田 

多
賀
美

■
さ
つ
ま
町
文
化
協
会
長
賞

「
み
ど
り
児
」　

  

今
給
黎 

博
芳

　

４
月
27
日
、
平
川
小
学
校
５
・

６
年
生
児
童
11
人
が
あ
く
ま
き
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
食
及
び
昔
の
人
の

知
恵
等
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
実

施
さ
れ
、
今
回
で
３
回
目
で
す
。

　

児
童
は
、
和
泉
優
子
さ
ん
・
今

村
由
紀
子
さ
ん
（
平
川
）
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
前
日
か
ら
あ
く

汁
に
浸
け
た
も
ち
米
を
茶
碗
を
使

っ
て
竹
の
皮
に
入
れ
て
包
み
、
あ

く
汁
を
入
れ
た
鍋
で
約
３
時
間
煮

込
み
ま
し
た
。

　

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
あ
く
ま
き
約

50
個
が
出
来
上
が
り
、
試
食
し
た

児
童
は
「
と
て
も
お
い
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
、
北
さ
つ
ま
農
協
マ

ン
ゴ
ー
部
会
（
祝
迫
直
人
部
会
長

ほ
か
５
人
）
に
よ
る
収
穫
祭
が
、

福
岡
観
光
農
園
（
園
主
・
福
岡
喜

一
郎
さ
ん
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
は
、
現

在
７
戸
の
農
家
が
約
90
ア
ー
ル
で

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
安
全

な
証
で
あ
る
「
か
ご
し
ま
の
農
林

水
産
物
認
証｣

を
取
得
し
て
お
り
、

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
「
夏
姫
」
の

産
地
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
に
比
べ
出
荷
が
遅
れ
た
も

の
の
、
６
月
下
旬
ま
で
に
例
年
並

み
の
約
10
ト
ン
の
販
売
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
直
売
所
で

も
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

竹の皮にもち米を入れる児童

さつまるちゃんも元気にさつま町をアピール！

とれたてのマンゴーを手にする福岡さん夫妻

制作者から作品の説明を受ける来場者

左から瀬筒さん、丸田さん、今給黎さん、美坂さん

介護保険課による説明の様子

恵
光
保
育
園
園
児

の
力
作
が
展
示
さ

れ
ま
し
た

　

本
町
で
は
、
毎
年
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
委
嘱
し
、
公
民
会
内
の
地
域
福
祉
充

実
の
た
め
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役

割
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

公
民
会
内
の
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の

高
齢
者
及
び
障
害
者
な
ど
支
援
が
必
要
な

方
々
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
地
域
住
民
主
体
の

見
守
り
活
動
を
行
い
、
地
域
福
祉
を
支
え
る

方
々
の
こ
と
で
す
。

　

在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
見
守
り

活
動
に
加
え
、
地
域
の
民
生
委
員
や
町
、
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
支
援

が
必
要
な
方
々
の
生
活
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
見
守
り
活
動

　

高
齢
者
世
帯
や
障
害
者
世
帯
な
ど
、
見
守

り
が
必
要
な
方
に
対
し
て
、
声
か
け
や
安
否

確
認
を
行
う
。

②
掘
り
起
こ
し

　

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
聞

き
だ
し
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情

報
提
供
や
個
々
の
要
望
を
掘
り
起
こ
す
。

③
相
談

　

見
守
り
を
必
要
と
す
る
方
か
ら
の
相
談
に

乗
り
、
状
況
に
応
じ
て
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
の
助
言
を
行
う
。

④
つ
な
ぎ

　

相
談
を
受
け
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
こ
と
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
等
に
つ
い
て
、
民
生
委
員
や
町
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
連
絡
を
行
う
。

⑤
確
認

　

相
談
後
の
生
活
状
況
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
。

　

５
月
12
日
、
平
成
27
年
度
在
宅
福
祉
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
民
生
委
員
等
合
同
研
修
会
が
薩

摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

２
９
８
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
本
町
の
高
齢
化
率
が

36
．
９
％
（
平
成
27
年
５
月
１
日
現
在
）
と

い
う
超
高
齢
社
会
到
来
の
中
で
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
等

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
で
の
見
守

り
活
動
な
ど
に
よ
り
地
域
で
支
え
合
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
ろ
う
と
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

２
７
７
名
を
代
表
し
て
、
泊
野
高
峰
公
民
会

の
三
腰
鈴
子
さ
ん
に
紺
屋
副
町
長
か
ら
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、在
宅
福
祉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
内
容
を
は
じ
め
、
地

域
包
括
ケ
ア
な
地
域
づ
く
り
な
ど
地
域
の
見

守
り
活
動
等
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
、
住
み
慣

れ
た
家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
い
の
輪

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
構
築
し
、
援
助
を
必

要
と
さ
れ
る
方
へ
の
見
守
り
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

宮
之
城
屋
地
商
店
街
に
あ
る
竹
楽
亭
で
は
、

第
４
回
ま
ち
な
か
美
術
館
を
５
月
か
ら
開
催
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
内
の
保

育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
の
作
品
を
１
か
月

交
代
で
来
年
３
月
ま
で
展
示
し
ま
す
。

　

５
月
は
、
恵
光
保
育
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る

力
作
の
数
々
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
今
月
は
、
吉

祥
園
保
育
所
の
園
児
た
ち
の
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

今
後
の
予
定

７
月　

保
育
園
ク
オ
ラ
キ
ッ
ズ

８
月　

佐
志
保
育
園

９
月　

信
教
寺
保
育
園

10
月　

旭
保
育
園

11
月　

錦
光
保
育
園

12
月　

太
陽
保
育
園

１
月　

宮
之
城
聖
母
幼
稚
園

２
月　

つ
る
だ
同
朋
保
育
園

３
月　

し
び
保
育
園

委嘱状を手にする

三腰さん

■
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

と
は
？

■
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

　

活
動
と
は
？

公
民
会
の
在
宅
福
祉

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
紹
介

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
　
福
祉
係

　
（
内
線
２
１
３
４
）

地
域
で
見
守
り
助
け
合
う

「
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
等
研
修
会
」

まちなか美術館

開催中！！

わ
た
し
た
ち
の
作
品

ルビ5
あり

よ
し
ょ
う
て
ん
こ
う
い
っ
せ
つ

ご

は
く
ほ
う

い
ま
き
い
れ

せ

づ
つ

ち
く
ら
く
て
い

れ
い
こ



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

緑
化
づ
く
り
で

　
　
県
知
事
表
彰

永
野
緑
の
少
年
団

先
人
の
偉
業
を
学
ぶ

宝
暦
治
水

薩
摩
義
士
物
語

自
分
の
命
は

　
　
自
分
で
守
る

交
通
安
全
教
室

家
族
連
れ
で
賑
わ
う
工
芸
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト

　
盛
り
だ
く
さ
ん

北
薩
広
域
公
園

祝
団
体
戦
で
優
勝

盈
進
剣
道
ス
ポ
少

香
り
高
い

　
　
新
茶
完
成

町
へ
新
茶
贈
呈

町
の
魅
力
伝
え
る

観
光
夢
大
使

　
委
嘱
状
交
付

春
の
交
通
安
全
運
動

５
０
０
人

　  

街
頭
立
哨

第
11
回
区
公
民
館
対
抗

壮
年
ソ
フ
ト

　
　
ボ
ー
ル
大
会

　

５
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の

４
日
間
、
北
薩
広
域
公
園
春
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
日
替
わ
り
で
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
芸

能
発
表
会
・
ミ
ニ
四
駆
体
験

会
・
ビ
ニ
ー
ル
ロ
ケ
ッ
ト
遊

び
・
水
防
災
体
験
教
室
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も
毎
日
登
場

し
、
公
園
を
訪
れ
た
多
く
の
子

ど
も
た
ち
を
出
迎
え
ま
し
た
。
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５
月
10
日
、
晴
天
の
中
、
宮
之

城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
16
公
民
館

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
中
心
世
代
で
あ
る
40

歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
、
若
々
し
い

動
き
や
往
年
の
プ
レ
ー
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
推
進
と
各

公
民
館
と
の
親
睦
を
深
め
る
良
い

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
Ａ
パ
ー
ト

　

優　

勝　

求
名

　

準
優
勝　

二
渡

　

第
三
位　

船
木
・
柏
原

■
Ｂ
パ
ー
ト

　

優　

勝　

宮
之
城
屋
地

　

準
優
勝　

永
野

　

第
三
位　

虎
居
・
鶴
田

　

５
月
11
日
、
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
を
最
重
点
項
目

と
し
て
始
ま
っ
た
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
期
間
中
の
取
組
の
一

環
と
し
て
、
町
内
５
０
０
人
街
頭

総
立
哨
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
安
全
推
進
機
関

だ
け
で
な
く
、
広
く
町
民
の
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
に

繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
通
学
や
出
勤
途
中
の

児
童
・
生
徒
・
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
、
役
場
町
長
室
で
、

本
町
の
魅
力
を
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
日
本
特
殊

陶
業
㈱
の
前
宮
之
城
工
場
長
の
田

辺
宏
之
さ
ん
に
さ
つ
ま
観
光
夢
大

使
の
委
嘱
状
交
付
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

田
辺
さ
ん
に
は
今
後
３
年
間
、

さ
つ
ま
観
光
夢
大
使
と
し
て
、
本

町
の
観
光
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
ま

ち
づ
く
り
等
に
対
し
て
、
夢
と
希

望
を
も
て
る
情
報
提
供
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
さ
つ
ま
観
光
夢
大
使
は
、

関
東
・
東
海
・
関
西
な
ど
本
町
に

ゆ
か
り
・
ご
縁
の
あ
る
方
に
委
嘱

し
て
お
り
、
田
辺
さ
ん
で
14
人
目

と
な
り
ま
す
。

　

５
月
19
日
、
町
茶
生
産
協
会
の

領
家
昭
一
会
長
ほ
か
理
事
３
人
が

役
場
を
訪
れ
、
本
町
産
茶
の
Ｐ
Ｒ

と
地
産
地
消
の
た
め
、
新
茶
を
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
お
茶
は
、
会
員
23

人
か
ら
提
供
さ
れ
た
一
番
茶
本
茶

を
仕
上
げ
た
も
の
で
、
町
へ
の
贈

呈
は
今
年
で
16
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

奥
薩
摩
特
有
の
霧
の
中
で
育
っ

た
本
町
産
の
お
茶
は
、
深
み
の
あ

る
味
わ
い
と
新
緑
の
香
り
が
高
い

賞
賛
を
受
け
て
お
り
、
県
内
で
も

有
数
の
優
良
茶
産
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
お
茶
は
、
来
客
用

や
県
外
出
張
時
な
ど
、
広
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
２
日
と
３
日
、
熊
本
県
人

吉
市
で
第
８
回
お
ど
ん
な
日
本
一

全
国
少
年
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、

盈
進
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団

員
21
人
）
が
小
学
校
高
学
年
の
部

で
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
今
西
星
斗
さ
ん

は
、
「
県
外
で
優
勝
し
た
こ
と
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
う
れ
し

い
で
す
。
今
年
は
、
去
年
よ
り
た

く
さ
ん
優
勝
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

■
出
場
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）

　

先
鋒…

園
田　

威
心

　

次
鋒…

植
村　

竣
介

　

中
堅…

今
西　

海
月

　

副
将…

有
川　

剣

　

大
将…

今
西　

星
斗

　

補
欠…

宮
田　

陽
斗

　

４
月
29
日
、
姶
良
市
県
民
の
森

で
２
０
１
５
み
ど
り
の
感
謝
祭
が

開
催
さ
れ
、
永
野
緑
の
少
年
団

（
永
野
小
３
年
以
上
の
全
児
童
22

人
）
が
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　

こ
れ
は
、
長
年
緑
化
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
鹿
児
島
県
の

み
ど
り
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き 

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　

同
少
年
団
は
、
小
学
校
３
年
生

か
ら
森
林
に
親
し
む
活
動
や
緑
を

守
り
、
育
て
る
活
動
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
代
表
で
表
彰
を
受

け
た
６
年
生
の
山
本
彪
太
郎
さ
ん

は
、
「
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

活
動
し
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
山
崎
小
学
校
で
、

５
・
６
年
生
31
人
が
宝
暦
治
水
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

宝
暦
治
水
と
は
、
江
戸
時
代
に

薩
摩
藩
士
が
幕
府
の
命
令
に
よ
っ

て
行
っ
た
、
岐
阜
県
の
木
曽
三
川

の
改
修
工
事
。
今
回
、
工
事
の
総

奉
行
・
平
田
靱
負
の
９
代
子
孫
に

あ
た
る
平
田
靱
久
さ
ん
（
大
阪
在

住
）
が
、
宝
暦
治
水
を
伝
え
る
自

作
の
紙
芝
居
「
千
の
松
に
な
っ

て
」
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
約
２
６
０
年
前
の

薩
摩
義
士
の
功
績
を
知
り
「
も
っ

と
調
べ
て
み
た
い
」
、
「
同
じ
鹿

児
島
県
民
と
し
て
誇
り
に
思
う
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
、
県
警
の
ひ
ま
わ
り

号
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
が
、
求

名
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
ダ
ミ
ー
人
形
を
使

っ
た
衝
突
実
験
や
、
腹
話
術
人
形

ぜ
ん
ち
ゃ
ん
か
ら
交
通
ル
ー
ル
に

関
す
る
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
・
２
年
生
は
、
校

外
に
出
て
路
側
帯
の
歩
き
方
や
道

路
横
断
の
仕
方
に
つ
い
て
実
践
し

ま
し
た
。
３
〜
６
年
生
は
自
転
車

の
安
全
な
乗
り
方
を
学
び
、
校
庭

に
作
ら
れ
た
コ
ー
ス
で
実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
自
分
で
自
分
の

身
を
守
れ
る
よ
う
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

茶生産協会の皆さんと日髙町長

委嘱状を受け取る田辺前宮之城工場長（左） 停止線で一時停止し、左右をしっかり確認

ミニ四駆に興奮！

賞状を手にする団員

紙芝居を披露する平田さん（右）宮之城鉄道記念館前での街頭立哨

熱戦が繰り広げられました

　

５
月
５
日
、
宮
之
城
伝
統
工

芸
セ
ン
タ
ー
で
工
芸
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

竹
細
工
指
導
員
の
指
導
を
受
け

た
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
で
作

っ
た
竹
と
ん
ぼ
を
飛
ば
し
て
風

船
割
り
ゲ
ー
ム
や
か
ご
入
れ
ゲ

ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
昼
に
は
、
た
け
の
こ
鍋

と
お
に
ぎ
り
が
来
場
者
に
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　バルーンアートの
剣を作ってもらったよ

フラダンスの発表

表彰を受けた永野緑の少年団員

缶に竹とんぼを乗せてバランスを確認する子ども

ルビ6
あり

い
し
ん

し
ゅ
ん
す
け

み
づ
き

つ
る
ぎ

せ

い
と

は
る
と

ゆ
き

え

ゆ
き
ひ
さ

こ

た

ろ

う
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【鶴田中央公民館図書室】

※紹介したもの以外にもたくさんの本が入っています！
　詳しくは各図書室へお尋ねください。
　（出版社の了承を得て掲載しております。）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館～えほんの森～　☎57-1202

　　　　　　　　　・鶴田中央公民館図書室　　☎53-1111（内線4412）・屋地楽習館図書室　     　　 ☎53-1994

新着本

Ｌｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　Ｒｅａｄｉｎｇ図書室へ行こう!!図書室へ行こう!!

　「桜島の風向きを毎日チェックしてい

る」「『おい』『こら』は鹿児島発祥の

標準語」など、鹿児島のあるあるネタ＆

うんちく260を紹介しています。

鹿児島の法則

幸せのしずく　
World of Water Drops

あめふりさんぽ

【屋地楽習館図書室】

ハロワ！

　雨の日、女の子はお気に入りのか

さを持って、長靴をはいて、かっぱ

を着てお出かけします。そこで困っ

ている生き物たちを見た女の子は…？

しんかんせんでビューン

鹿児島の法則研究委員会 編

（泰文堂）【一般書】

夢の名作レシピ２
星谷 菜々 監修

（日本図書センター）【児童書】

久保寺 健彦 著

（集英社）

【一般書】

浅井 美紀 著 （扶桑社） 【一般書】

【こども図書館～えほんの森～】

えがしら みちこ 作 

（講談社） 【絵本】

★こども図書館～えほんの森～

※他の図書室の雑誌を取り寄せ
ることも出来ます。詳しくは
図書室職員にお尋ねください。

『ESSE』６月号
（扶桑社）

『DIME』６月号
（小学館）

『かぞくのじかん』  vol.31 春
（婦人之友社）

『趣味の園芸』５月号
（NHK出版）

『男の隠れ家』６月号
（三栄書房）

『いきいき』６月号
（いきいき株式会社）

『NHKためしてガッテン』
  2015春 vol.26（主婦と生活社）

『ひよこクラブ』５月号
（ベネッセコーポレーション）

図書室で購入している雑誌をご紹介します！

『からだにいいこと』６月号
（祥伝社）

『COTTON TIME』５月号
（主婦と生活社）

『MOE』６月号
（白泉社）

★鶴田中央公民館図書室

★屋地楽習館図書室

『CHANTO』６月号
（主婦と生活社）

『Como』６月号
（主婦の友社）

『すてきにハンドメイド』５月号
(NHK出版）

『やさいの時間』５月号
（NHK出版）

『おかずのクッキング　2015年
　４・５月号（197号）』（テレビ朝日）

視覚デザイン研究所 作

くにすえ たくし 絵　

（視覚デザイン研究所）

 【絵本】

●一般曹候補生、自衛官候補生

●防衛大学校生

●航空学生、防衛医科大学校看護学科学生（自衛官候補看護学生）

●高等工科学校生徒

リックン
カイクン

コウクン

<お問い合わせ先>・自衛隊鹿児島地方協力本部薩摩川内出張所　電話：0996-22-2401
　　　　　　　　・さつま町役場　総務課　危機管理係　　　　電話：53-1111（内線2215）

平成27年度

　自衛官等募集案内

募集種目

資　　格

受付期間

試験期日

合格発表

入　　隊

一　般　曹　候　補　生
自　衛　官　候　補　生

男　　子 女　　子

18歳以上27歳未満の者 18歳以上27歳未満の者

８月１日～９月８日　 ８月１日～９月８日

９月25日～29日

※いずれか１日を指定

11月６日

年間を通じて行っております。

受付時にお知らせします。

採用予定通知書でお知らせします。

試験時にお知らせします。

１次：９月18日・19日

２次：10月８日～14日

１次：10月２日

最終：11月13日

平成28年３月下旬～４月上旬 平成28年３月下旬～４月上旬

募集種目

資　　格

受付期間

試験期日

入　　隊

航　空　学　生 防衛医科大学校看護学科学生（自衛官候補看護学生）

高卒（見込含） 21 歳未満の者 高卒（見込含） 21 歳未満の者

８月１日～９月８日　 ９月５日～９月30日　

　　　　　１次：９月23日

　　　　　２次：10月17日～22日

　　　　　３次：11月14日～12月17日

１次：10月17日　　　　

２次：11月28日・29日　

１次：11月13日　　　　

最終：平成28年２月５日
合格発表

１次：10 月９日

２次：（航空）11 月６日・（海上）11 月 11 日

最終：平成 28 年１月 25 日

平成28年４月上旬平成28年３月下旬～４月上旬

高卒（見込含） 21 歳未満の者
（高等学校長等の推薦が別途必要です）

高卒（見込含） 21 歳未満の者 高卒（見込含） 21 歳未満の者

募集種目

資　　格

受付期間

試験期日

合格発表

入　　隊

一　般　試　験（前期）

防衛大学校生

推　薦　試　験 総　合　選　抜

９月５日～９月９日　 ９月５日～９月９日　

１次：９月26日

２次：10月31日・11月１日

１次：10月16日

最終：11月27日

１次：11月27日

最終：平成28年１月19日

１次：11月７日・８日

２次：12月８日～12日

９月５日～９月30日　

９月26日・27日

10月30日

平成28年４月上旬

男子で中卒（見込含） 17 歳未満の者

（学校長が推薦できる者）
男子で中卒（見込含） 17 歳未満の者

募集種目

資　　格

受付期間

試験期日

合格発表

入　　校

一　般　試　験推　薦　試　験

11月１日～12月４日　

１次：平成28年１月29日

最終：平成28年２月19日

　　　　　１次：平成28年１月23日

　　　　　２次：平成28年２月４日～７日

11月１日～平成28年１月８日　

平成28年１月９日～11日

※いずれか１日を指定

平成28年１月20日

平成28年４月上旬

自衛隊鹿児島地方協力本部

公式イメージキャラクター

　町図書室では、書籍
以外にいろいろな雑誌
も購入しています。
最新号以外は貸し出し
も出来ますので、ぜひ
ご利用ください！
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知って
 得する
知って
 得する

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

第
13
回

■
相
談
窓
口
の
ご
案
内
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

・
電
話
相
談
の
場
合
↓
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
８
３
）

　

高
齢
の
方
は
窓
口
か
ら
自
宅
な
ど
へ
訪
問
可
。

・
来
庁
の
場
合
↓
役
場
２
階
商
工
観
光
課
商
工

　

振
興
係
へ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
）

こまっちゃんの

消費生活
基礎講座

★
出
前
講
座　

只
今
受
付
中

　

昨
年
度
の
全
国
の
70
歳
以
上
の
相
談
件
数
の
う

ち
、
電
話
勧
誘
販
売
に
関
す
る
相
談
は
約
５
万
１

千
件
で
、
訪
問
販
売
に
関
す
る
相
談
は
約
２
万
６

千
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
話
勧
誘
は
、
職
場
や
家
庭
に
電
話
を
か
け
て

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
勧
め
る
取
引
方
法
で
す
。
相

手
の
顔
が
見
え
ず
、
商
品
も
手
に
取
っ
て
み
る
こ

と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
高
齢
に
な
る
と
相
手

の
言
葉
が
聞
き
取
り
に
く
い
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
り
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

・
職
場
へ
の
投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
勧
誘

　

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
家
賃
で
ロ
ー
ン
の
支
払
い

が
で
き
る
な
ど
と
、
職
場
に
電
話
し
て
マ
ン
シ
ョ

ン
購
入
を
勧
め
る
事
例
で
す
。
電
話
を
切
り
に
く

い
、
時
間
の
余
裕
が
な
い
な
ど
の
職
場
環
境
を
利

用
し
、
し
つ
こ
く
勧
誘
す
る
例
が
目
立
ち
ま
す
。

・
う
そ
電
話
詐
欺

　

社
債
や
未
公
開
株
な
ど
の
劇
場
型
、
二
次
被
害

型
、
お
れ
お
れ
詐
欺
な
ど
、
電
話
を
使
っ
た
詐
欺

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
相
手
を
不
安
に
陥
れ
た
り

何
度
も
電
話
し
て
警
戒
心
を
解
く
な
ど
巧
み
な
手

口
が
目
立
ち
ま
す
。

・
光
回
線
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

　

電
話
代
が
安
く
な
る
と
い
う
言
葉
に
つ
ら
れ
、

内
容
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
契
約
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
説
明
を
よ
く
聞
き
、
契
約

は
慎
重
に
。
工
事
が
終
わ
る
と
解
約
に
は
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
か
か
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

・
健
康
食
品
の
送
り
付
け

　

注
文
し
て
い
な
い
の
に
一
方
的
に
送
り
つ
け
る
、

通
販
で
注
文
し
た
人
に
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
る

と
言
っ
て
送
り
つ
け
る
、
試
供
品
を
送
り
し
つ
こ

く
購
入
を
勧
め
る
な
ど
の
手
口
が
あ
り
ま
す
。　

ほ
か
に
も
写
真
集
や
書
籍
、
か
に
な
ど
の
海
産
物
、

新
聞
や
雑
誌
の
広
告
掲
載
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

☆
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
自
分
の
名
前
を
名
乗

る
前
に
相
手
の
名
前
、
用
件
を
確
か
め
る
の
が
賢

明
で
す
。

☆
必
要
な
か
っ
た
ら
「
断
り
ま
す
」
、
「
い
り
ま
せ

ん
」
と
伝
え
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
「
結
構
で

す
」
、
「
い
い
で
す
」
は
相
手
に
悪
用
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
要
注
意
で
す
。
ま
た
、
嫌
が

ら
せ
や
脅
し
が
あ
っ
た
ら
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

☆
一
方
的
に
商
品
が
届
い
た
ら
、
伝
票
（
送
り
人
の

名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
）
を
控
え
、
受
け
取
り

拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

☆
相
手
先
（
発
信
者
）
の
番
号
表
示
サ
ー
ビ
ス
（
有

料
）
や
留
守
番
電
話
設
定
を
使
い
、
心
当
た
り
の

な
い
電
話
に
は
出
な
い
こ
と
も
、
被
害
の
未
然
防

止
に
役
立
ち
ま
す
。

☆
も
し
契
約
後
、
後
悔
し
た
ら
、
契
約
書
を
受
け
取

っ
て
か
ら
８
日
間
は
書
面
（
は
が
き
）
で
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
（
一
方
的
に
解
約
）
が
で
き
ま
す
。

 

電
話
勧
誘
に

　
　

気
を
つ
け
よ
う

　

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、

常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
刀
剣
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

当
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
当
館
収
蔵
品
の
刀
剣
を
一
部
展

示
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
収
蔵

さ
れ
た
刀
剣
類
と
馬
具
、
袖
搦
み
な

ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
刀
剣
類
の
中
で
ひ
と
き
わ
目

を
引
く
も
の
に
槍
が
あ
り
ま
す
。
穂

先
（
槍
先
）
が
直
線
的
な
も
の
は
素

槍
と
呼
ば
れ
、
そ
の
刀
身
部
分
は
通

常
10
㎝
か
ら
15
㎝
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
展
示
資
料
は
非
常
に
穂
先
が
長

く
、
60
㎝
を
越
え
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
長
大
な
穂
先
を
持
つ
槍
は
大

身
槍
と
呼
ば
れ
、
戦
国
時
代
を
中
心

に
武
勇
に
優
れ
た
者
だ
け
が
持
つ
こ

と
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
江
戸

時
代
に
入
る
と
、
大
身
槍
は
作
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
槍
は
武
士
の

家
柄
の
象
徴
と
し
て
柄
が
長
大
化
し
、

穂
先
は
短
く
軽
い
も
の
が
主
流
と
な

り
ま
し
た
。
更
に
柄
や
槍
の
鞘
に
は

華
美
な
装
飾
が
行
わ
れ
、
武
道
で
使

わ
れ
る
も
の
も
、
穂
先
は
短
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

袖
搦
み
と
は
、
室
町
時
代
の
頃
に

中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
も
の

で
、
当
初
は
水
軍
の
武
器
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
国
時
代

に
は
戦
場
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
関
所
や
番

所
な
ど
に
置
か
れ
る
袖
搦
み
、
突
棒
、

刺
叉
の
三
つ
を
「
三
道
具
」
と
呼
び
、

取
り
締
ま
る
側
の
威
厳
を
示
す
シ
ン

ボ
ル
的
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
４
０

刀剣展示コーナー　

壁に展示してあるのが、上から大身槍、袖搦み。下が刀剣・馬具類等。

電
話
勧
誘
の
主
な
ト
ラ
ブ
ル
事
例

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
い
い
の
？

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
発
育
の
た

め
に
は
、
子
ど
も
へ
の
支
援
に
限

ら
ず
、
親
が
そ
の
役
割
を
発
揮
で

き
る
よ
う
親
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、

地
域
で
の
親
を
取
り
巻
く
温
か
な

環
境
づ
く
り
も
必
要
で
す
。

　

健
診
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

問
診
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
か
か

わ
り
方
や
子
育
て
の
素
朴
な
疑
問

を
抱
え
な
が
ら
、
子
育
て
に
つ
い

て
一
人
で
不
安
を
抱
え
て
い
る
母

親
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
つ
ま
町
の
ニ
ー
ズ
調

査
結
果
で
も
、
子
育
て
に
関
す
る

不
安
感
や
負
担
感
が
あ
る
と
回
答

さ
れ
た
方
が
38
．
３
％
（
３
歳
未

満
２
６
１
人
中
）
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
全
体
で
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
見
守
り
、
子
育
て
世
代

の
親
を
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
支
え

て
い
く
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

本
町
で
は
、
産
後
で
育
児
不
安
の

強
い
２
か
月
の
こ
ろ
に
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
の
輪
を
広
め
る
き
っ

か
け
づ
く
り
や
孤
立
し
た
育
児
に

な
ら
な
い
よ
う
に
早
期
か
ら
育
児

に
関
す
る
身
近
な
疑
問
や
不
安
の

解
決
の
場
づ
く
り
と
し
て
「
Ｈ
ｕ

ｇ
く
み
る
ー
む
（
２
か
月
児
と
マ

マ
の
た
め
の
育
児
相
談
）
」
を
始

め
ま
し
た
。　

　

２
か
月
の
時
期
は
、
毎
日
が
う

れ
し
い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
く
、
育
児
に
戸
惑
う
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
産
後
の

心
と
身
体
を
癒
す
機
会
と
し
て
、

日
頃
の
素
朴
な
疑
問
を
み
ん
な
で

語
る
場
と
し
て
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

甘
え
上
手
は
子
育
て
上
手
、
赤

ち
ゃ
ん
は
地
域
の
宝
で
す
。
一
人

で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
、

育
児
相
談
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
ご
利
用
く
だ
さ
い
。  

　

ま
た
、
町
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
情
報
が
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
安
心
・
安
全
・

良
質
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給

す
る
地
方
公
営
企
業
と
し
て
営
む

事
業
体
で
す
。

　
「
地
方
公
営
企
業
」
は
、
都
道

府
県
や
市
町
村
が
経
営
す
る
企
業

で
す
。
水
道
を
通
じ
て
皆
様
の
暮

ら
し
を
支
え
る
と
い
う
、
公
共
の

福
祉
を
増
進
す
る
よ
う
に
運
営
し

て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
必
要
な
お
金
は
、

自
ら
用
意
し
、
事
業
を
運
営
し
て

い
く
「
独
立
採
算
制
」
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。

　
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る

た
め
に
は
、
施
設
の
建
設
改
良
費

用
と
通
常
業
務
の
管
理
費
用
（
維

持
費
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
費
用
の
ほ
と
ん
ど
は
、

皆
様
か
ら
の
「
水
道
料
金
」
で
ま

か
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
水
道
事

業
に
と
っ
て
水
道
料
金
は
貴
重
な

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■届出はお早めに

◆お問い合わせ先　水道課　水道管理係　☎53-1111（内線2261）

■水道料金は

■お支払いは口座振替が便利 ■私有地内で漏水を発見した場合

　町水道をご利用で転入・転出・転居をされる場合は、
水道の手続きが必要です。手続きの際は、印鑑を持っ
て役場水道課までお越しください。なお、新しく水道
を使用される際は、開栓手数料（500円）が必要です。
また、使用者の名義を変更される場合は、名義変更届
が必要となります。
　水道工事関係につきましても、町の指定給水装置工
事店を通しての届出が必要です。

　口座振替は、納め忘れがなく便利です。口座振替を
希望される方は、町内の金融機関・ゆうちょ銀行（郵
便局）に備え付けの「口座振替依頼書」に記入・押印
のうえ、希望される金融機関・
ゆうちょ銀行（郵便局）にお申
し込みください。

　給水管（メーター器を除
く）は個人の所有財産です
ので、メーター器より本管
側でも個人の負担での修理
となります。町の指定給水
装置工事店に修理をご依頼
ください。

　毎月１日から10日までの間
にメーター検針を行い、下旬
に納付書を発行します。納期
限は当該月の末日までで、末
日が休日の場合はその翌日と
なります。
（例：４月に使用された水道
料金は５月に請求）

気づく ・つなぐ ・支える ・みんなの命

かけがえのない一人一人の大切な命みんなで守っていきましょう。

～
孤
育
て
に
な
ら
な
い
た
め
に
～

赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち
を
応
援
し
ま
す
！

こんにちは
保健師です

対
象
者…

生
後
２
～
３
か
月
児

と
母
親
（
対
象
者
へ
郵
送
で
ご

案
内
し
ま
す
）

受
付
時
間…

９
時
45
分
～
10
時

15
分
（
11
時
30
分
終
了
予
定
）

実
施
日…

原
則
第
１
火
曜
日

内
容…

体
重
計
測
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
の
紹
介
、

育
児
の
話
や

相
談
な
ど

■お問い合わせ先

　健康増進課　健康増進係 ☎（53）1111（内線2144）

６
月
１
日
～
７
日
は

 

第
57
回
水
道
週
間
で
す
。

「
カ
ラ
カ
ラ
で

蛇
口
に
飛
び
込
む

僕
の
口
」

■
水
道
事
業
は
…

■
独
立
採
算
性
が
原
則

■
水
道
料
金
は
貴
重
な
財
源

【
Ｈ
ｕ
ｇ
く
み
る
ー
む
】

は　

ぐ

そ
で
が
ら

つ
く
ぼ
う

さ
す
ま
た

み
つ
ど
う
ぐ

す

や
り

お
お

み
や
り



■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ ０９９６(５３)１１１１　ＦＡＸ ０９９６(５２)３５１４

心
配
ご
と
相
談
所

離
婚
時
の
年
金
分
割

年
金
相
談
（
要
予
約
）

今
月
の
納
税
な
ど

重
度
心
身
障
害
者

　
医
療
費
助
成
制
度

平
成
27
年
度
ス
ポ
ー
ツ

　
　
安
全
保
険
の
案
内

遺
骨
の
移
動（
改
葬
）の

　
　
　
　
　
　
手
続
き

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
入
会
説
明
会

事
業
主
の
皆
様
へ

６
月
22
日
か
ら

高
卒
求
人
の
受
付
を
開
始

健
康
診
査
日
程
【
６
・
７
月
分
】

■
お
知
ら
せ

■
国
民
年
金
の

　
　
お
知
ら
せ

16広報さつま17 広報さつま

１
．
改
葬
手
続
き

　

改
葬
と
は
、
現
在
埋
葬
又
は

納
骨
さ
れ
て
い
る
遺
骨
を
他
の

墓
地
や
納
骨
堂
に
移
す
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

改
葬
す
る
た
め
に
は
、
現
在

遺
骨
が
埋
葬
・
納
骨
さ
れ
て
い

る
市
町
村
で
改
葬
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律　

第
５
条
（
昭
和
23
年
５
月

31
日
法
律
第
48
号
）
）

※
墓
地
（
納
骨
堂
）
以
外
か
ら

　
遺
骨
を
移
す
こ
と
は
で
き
ま

　
せ
ん
。

２
．
手
続
き
の
流
れ

①
現
在
、
遺
骨
が
埋
葬
・
納
骨

さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
改
葬
許

可
申
請
書
を
受
け
取
る
。
（
遠

隔
地
の
場
合
は
申
請
書
を
郵
送

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
さ

つ
ま
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

で
き
ま
す
）

②
現
在
、
遺
骨
が
埋
葬
・
納
骨

さ
れ
て
い
る
墓
地
や
納
骨
堂
の

管
理
者
か
ら
、
改
葬
許
可
申
請

書
に
証
明
を
も
ら
う
。

■
添
付
書
類
…
改
葬
先
の
墓 

　

地
・
納
骨
堂
等
の
使
用
許
可

　

証
の
写
し

③
市
町
村
に
申
請
し
、
改
葬
許

可
証
の
交
付
を
受
け
る
。
（
申

請
書
に
未
記
入
項
目
等
不
備
が

あ
る
場
合
は
許
可
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

（
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律　

第
８
条
（
昭
和
23
年
５
月

31
日
法
律
第
48
号
）
）

④
遺
骨
を
取
り
出
し
た
後
、
改

葬
先
の
墓
地
や
納
骨
堂
の
管
理

者
に
改
葬
許
可
証
を
渡
し
て
か

ら
、
遺
骨
を
納
骨
す
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

町
民
環
境
課　

環
境
係

　

（
内
線
２
１
２
７
）

　　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
事
故
等

に
備
え
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
加
入
で
き
る
団
体
　

　

ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
教
育
活
動

を
行
う
５
人
以
上
の
団
体

●
保
険
料
　

　

年
額
１
人
当
た
り
８
０
０
円
〜

（
団
体
の
活
動
内
容
に
よ
り
掛

金
が
違
い
ま
す
）

※
加
入
方
法
等
詳
し
い
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
内
線
２
５
３
４
）

 　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
予
約
制
で
す
。

年
金
の
請
求
手
続
き
及
び
質
問

や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

相
談
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
配
偶

者
氏
名
（
旧
姓
）
・
基
礎
年
金

番
号
・
相
談
内
容
等
を
役
場
本

庁
町
民
環
境
課
町
民
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

　

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

　

約
し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場

　

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

　

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

　

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

　

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

　

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

　

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

　

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

　

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

　

（
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

※
委
任
状
は
所
定
の
様
式
が
あ

り
ま
す
の
で
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
か
、
川
内
年
金
事
務

所
、
役
場
本
庁
町
民
係
、
各
支

所
町
民
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

n/w
w
w
/index.htm
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■
相
談
日
時
　

　

６
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で 

■
相
談
会
場
　

　

さ
つ
ま
町
役
場　

　

本
庁
１
階
相
談
室
Ｂ

■
申
込
期
日
　

　

６
月
16
日
（
火
）
ま
で

■
申
込
先
　

　

町
民
環
境
課　

町
民
係　
　

　

（
内
線
２
１
２
３
）

　

離
婚
後
２
年
以
内
に
請
求
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
離
婚
分
割
」
は
、
離
婚
な

ど
を
し
た
際
に
厚
生
年
金
保
険

の
保
険
料
納
付
記
録
を
当
事
者

間
で
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
合
意
分

割
制
度
」
と
平
成
20
年
４
月
1

日
か
ら
「
３
号
分
割
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
離
婚
分
割
を
す
る
際

は
、
年
金
事
務
所
等
で
請
求
手

続
き
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
手

続
き
は
原
則
と
し
て
離
婚
後
２

年
を
過
ぎ
る
と
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

川
内
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
６（
22
）５
２
７
６

　

自
動
音
声
案
内
１
番
②

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
10
生
）
健
診

　

６
月
17
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
10
生
）
育
児
相
談

　

６
月
19
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
24
．
４
生
）
健
診

　

６
月
24
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
３
生
）
歯
科
健
診

　

７
月
２
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

７
月
３
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
27
．
２
生
）
健
診

　

７
月
８
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
Ｈ
u
g
く
み
る
ー
む

（
２
か
月
児
と
マ
マ
の
た
め
の

育
児
相
談
）
（
Ｈ
27
．
４
生
）

　

７
月
14
日
（
火
）

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
前
10
時

　

15
分
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ

　

ン
タ
ー
）　

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

・
６
月
22
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

・
７
月
13
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

※
妊
娠
届
出
書
・
健
康
保
険

証
・
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
む
し
歯
予
防
の
日

（
フ
ッ
化
物
塗
布
）
　

　

６
月
17
日
（
水
）

　

６
月
24
日
（
水
）

　

７
月
２
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

７
月
10
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付 

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　

　　

重
度
心
身
障
害
者
の
健
康
保

持
増
進
を
図
る
た
め
、
対
象
者

の
医
療
に
要
し
た
費
用
の
自
己

負
担
分
が
助
成
さ
れ
る
制
度
で

す
。

　

対
象
者
は
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
の
う
ち
、
手
帳
の
級

が
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は

　

２
級

・
療
育
手
帳
Ａ
１
又
は
Ａ
２
、

　

Ｂ
１
で
知
能
指
数
35
以
下

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ

　

療
育
手
帳
Ｂ
１

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
登
録

と
申
請
が
必
要
で
す
。

※
申
請
期
限
は
診
療
月
の
翌
月

か
ら
６
か
月
以
内
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
福
祉
課　

福
祉
係　

　

（
内
線
２
１
３
５
）

・
鶴
田
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
４
１
１
１
）

・
薩
摩
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
６
１
２
４
）

　　

新
規
会
員
募
集
の
入
会
説
明

会
を
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に
定

例
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

人
生
の
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
、
生
活
の
お
手
伝
い

や
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
、
生
き
が
い
あ
る
人
生
の

一
助
と
さ
れ
た
い
方
は
大
歓
迎

で
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
60
歳
以

上
の
方
は
、
事
前
に
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

■
６
月
の
入
会
説
明
会

　

６
月
16
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
ま
で

■
会
場

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

会
議
室

■
対
象
者

　

60
歳
以
上
の
町
民

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
６
３

　　

平
成
28
年
３
月
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
求
人

の
受
付
を
、
６
月
22
日
（
月
）

か
ら
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

高
校
生
は
、９
月
16
日（
水
）

か
ら
の
選
考
開
始
に
合
わ
せ
、

夏
休
み
中
に
応
募
す
る
企
業
を

絞
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

求
人
の
量
的
不
足
や
提
出
時
期

の
遅
れ
な
ど
か
ら
県
外
へ
の
就

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
例
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
主
の
皆
様
に
は
、
将
来

を
担
う
若
く
て
優
秀
な
人
材
の

確
保
の
た
め
に
も
、
一
人
で
も

多
く
の
採
用
を
ご
検
討
い
た
だ

き
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
求
人

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内

　

学
卒
担
当　

松
元

　

☎
０
９
９
６（
22
）８
６
０
９

・
町
県
民
税
第
１
期

【
納
期
限
６
月
30
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    92件

　運んだ人      84人

◆内 訳

　急　　病 44件 41人

　交通事故  9件  8人

　そ の 他 39件 35人

◆発生件数　　1件

　内訳　建物　1件

４月の火災・救急情報 町ホームページの
バナー広告募集中
◇１　月：8,000円
　サイズ：180ピクセル×45ピクセル
　画　像：jpeg、gif
　容　量：8kb以内
　■お問い合わせ先
　　総務課　秘書広報係（内線2212）



■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ ０９９６(５３)１１１１　ＦＡＸ ０９９６(５２)３５１４

労
働
保
険
年
度
更
新

　
　
手
続
の
お
知
ら
せ

密
輸
に
関
す
る

　
　
情
報
提
供
を
！

看
護
職
員
就
業
相
談
を

　
　
　
　
実
施
し
ま
す

第
二
種
電
気
工
事
士
資
格

試
験
対
策
講
座
（
実
技
編
）

平
成
27
年
度
裁
判
所
職
員

採
用
一
般
職
試
験
（
裁
判

所
事
務
官
、
高
卒
者
区
分
）

■
お
知
ら
せ

祭
18広報さつま19 広報さつま

夏のメインイベントである「夏まつり」は、８月２日

（日）に実施される予定です。夏まつりは、手踊り・

五ッ太鼓・ねぶた運行・花火など盛りだくさんです。

今年も青森県鶴田町から寄贈された「ねぶた」を運行する予定
です。ねぶた運行に囃子方（太鼓、鉦、笛）やハネト（踊り）
で参加してみませんか？
【対 象 者】平日夜の練習に参加できる方
　　　　　　　・囃子方…６月中旬から開始、週２回程度
　　　　　　　・ハネト…夏まつり本番前２回程度
【申込期限】平成27年６月30日（火）まで

【申込方法】商工観光課観光係へ住所、氏名、年齢、性別及び
　　　　　　電話番号を直接電話くださるか、メール、ファッ
　　　　　　クスによりお申込みください。（申込用紙任意）
【お問い合わせ・申込み先】　

　　　　　　さつま町役場　商工観光課観光係

　　　　　　　TEL：0996-53-1111（内線2282）
　　　　　　　FAX：0996-52-3514
　　　　　　　メール：shoko-kanko@satsuma-net.jp

　　※未就学児のお子様については、金魚ねぶたを作成し、
　　　踊りに参加できます。

宮之城屋地・虎居商店街を踊る手踊りに、子ども会・ＰＴ
Ａ・公民会などで参加してみませんか？
【申　込　期　限】　平成27年６月30日（火）まで

【お問い合わせ先】　さつま町夏祭り実行委員会事務局

　・さつま町商工会　TEL：0996-53-1141
　・さつま町役場　商工観光課　観光係
　　　　　　　　　　TEL：0996-53-1111（内線2281）

 

　
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
月

10
日
（
金
）
ま
で
は
、
労
働
保

険
料
の
「
年
度
更
新
」
申
告
・

納
付
期
間
で
す
。

　

６
月
始
め
に
送
付
さ
れ
ま
す

労
働
保
険
料
申
告
書
・
納
付
書

に
よ
り
、
期
間
中
に
申
告
・
納

付
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
年
度
更

新
の
審
査
業
務
が
外
部
委
託
さ

れ
、
申
告
書
の
受
付
は
、
原
則

と
し
て
記
入
漏
れ
等
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
だ
け
の
確
認
作
業
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
申
告
書

に
記
入
誤
り
・
漏
れ
が
な
い
よ

う
、
自
主
的
な
記
入
・
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。
電
子
政
府
の

総
合
窓
口
（
ｅ-

Ｇ
o
v
）
か

ら
も
電
子
申
請
に
よ
る
年
度
更

新
申
告
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室　

適
用
係

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６

「
自
分
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て

み
ま
せ
ん
か
」

■
内
容
　

・
実
技
編
の
出
題
傾
向
に
基
づ

　

く
講
義
及
び
問
題
演
習

・
電
気
工
事
に
つ
い
て
学
び
た

　

い
方

■
日
時
　

　

６
月
28
日
・
７
月
５
・
12
日

　

（
日
曜
日
）
９
時
〜
16
時

■
場
所
　

　

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　

薩
摩
川
内
市
青
山
町
４
５
９
７

■
試
験
日
　

　

実
技　

７
月
26
日
（
日
）

■
定
員　

10
人
程
度

　

※
申
込
状
況
に
よ
り
中
止
す

　
　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
講
料
　

　

１
万
円
（
別
途　

材
料
代
・

　

器
具
使
用
料
等
１
万
円
）

■
申
込
締
切
　

　

６
月
26
日
（
金
）

■
申
込
方
法

　

電
話
・
来
所
又
は
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
を
明
記
し
て
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
22
）
３
８
７
３

F
A
X
０
９
９
６
（
20
）
６
４
２
３

　
　

　

長
崎
税
関
で
は
、
皆
様
か
ら

の
「
密
輸
に
関
す
る
情
報
」
の

提
供
を
常
時
お
願
い
し
て
お
り
、

密
輸
摘
発
の
貴
重
な
手
掛
か
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
不
審
な
話
』
や
『
う
わ
さ
』

を
耳
に
さ
れ
ま
し
た
ら
、

税
関
へ
一
報
願
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
１
２
０
（
４
６
１
）
９
６
１

・
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 
http://w

w
w
.custom

s.go.jp
/nagasaki/

　　　　

経
験
豊
か
な
看
護
師
が
、
身

近
な
地
域
で
看
護
師
な
ど
の
職

場
復
帰
や
資
格
取
得
の
た
め
の

進
学
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期
日

　

６
月
か
ら
原
則
月
に
1
回
、

　

午
後
実
施

■
場
所

　

鹿
児
島
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
か
ご
し
ま
、
指
宿
、
加
世

田
、
川
内
、
出
水
、
国
分
、
か

の
や
、
熊
毛
、
名
瀬
）
９
か
所

■
内
容

　

資
格
を
活
か
し
た
い
、
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
る
の
で
研
修
を
受
け

た
い
、
こ
れ
か
ら
看
護
の
資
格

を
取
り
た
い
な
ど
。

※
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

　

看
護
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
庁
保
健
医
療
福
祉
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
３
６

F
A
X
０
９
９
（
２
８
６
）
５
５
５
０

・
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
看

護
協
会　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
21-

５

☎
０
９
９
（
２
５
６
）
８
０
２
５

　

http://k-kango.jp/

　
１
．
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
14
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

７
月
23
日
（
木
）

・
郵
送　

　

７
月
14
日
（
火
）
〜

　

７
月
17
日
（
金
）

２
．
第
１
次
試
験
日

　

９
月
13
日
（
日
）

　

詳
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

受
験
案
内
は
、
裁
判
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
最
寄
り
の
裁

判
所
で
も
配
布
し
ま
す
。

http://w
w
w
.courts.go.jp/

saiyo/index2.htm
l

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
人
事
第
一
係

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
０
７

〒
８
９
２-

８
５
０
１

　

鹿
児
島
市
山
下
町
13-

47

参加者募集

●●手踊り●●

●●ねぶた運行●●

■
募
集

　

田
ん
ぼ
や
畑
な
ど
で
空

き
缶
・
空
き
瓶
等
の
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

農
地
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
て
い
る
と
農
作
業
に
支

障
を
き
た
し
、
ま
た
農
業

従
事
者
に
と
っ
て
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

農
地
は
人
々
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の

で
す
。

　

み
ん
な
で
さ
つ
ま
町
の

農
地
を
守
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

さ
つ
ま
町
認
定
農
業
者
会

ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
で
！

農
地
に

さつま町夏まつり

かねはやしかた

シ
ロ
イ 

 

ク
ロ
イ



お
便
り
紹
介

広
　
告

広
　
告

■お問い合わせ先　
　総務課 秘書広報係 ☎53-1111(内線2212)

■価　格 １冊  １,０００円（税込）
■販売場所
　さつま町役場　総務課　秘書広報係
　　　　　　　　鶴田・薩摩支所　総務係

第１・２巻

販売中

鹿児島県北部豪雨

災害復興記録誌
鹿児島県北部豪雨

災害復興記録誌

広
　
告

薩摩郡医師会病院診療案内 (H27.5.1～)

※50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が3,150円で、
  受診できます。（要予約）　　担当：平城(℡：0996-53-0326)

診療科

内　科 神 野 神 野 神 野

本 坊

大塚

本 坊

大塚
（内視鏡）

大塚
（内視鏡）

海江田 海江田 海江田

林 田 内 匠林 田 林 田

緒 方本 坊 本 坊

福 岡

大塚

早 川

倉 元

堀之内
(第2・第4)

大塚
(第2・第4)

神 野

花 田 花 田 花 田 大学神経内科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

広
　
告

20広報さつま21 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2015/６月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 / 男 ・ 女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

濵

広
　
告

　

つ
ま
る
ち
ゃ
ん
大
活
躍
で
す
ね
。

と
に
か
く
愛
ら
し
い
姿
や
し
ぐ

さ
に
キ
ュ
ン
と
し
ま
す
。
人
気
者
な
の

で
イ
ベ
ン
ト
に
引
っ
張
り
だ
こ
で
お
忙

し
い
で
し
ょ
う
。
か
ら
だ
を
大
切
に
さ

つ
ま
町
の
顔
と
し
て
、
日
本
中
！
い
え

世
界
中
‼
の
み
ん
な
も
笑
顔
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
し
て
い
つ
か
、
絵
本
作
家
さ
ん
と

の
コ
ラ
ボ
で
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
が
登
場

す
る
絵
本
が
出
版
さ
れ
る
日
を
夢
見
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま

す
。　

（
え
い
た
あ
ゆ　

44
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　

私
も
い
つ
も
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
に
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の

絵
本
い
つ
か
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　

   

（
秘
書
広
報
係　
　

）

30
回
宮
之
城
三
校
同
窓
会
関
東

支
部
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
４
月
４

日
（
土
）
に
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
マ
ナ

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
宮
高
、
宮
農
の
卒
業

生
等
こ
れ
ま
で
最
高
の
38
名
が
参
加
し
、

盛
大
に
開
催
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
途
中

リ
タ
イ
ヤ
の
方
１
名
（
腰
痛
発
症
）
は

あ
っ
た
も
の
の
、
一
日
楽
し
く
プ
レ
ー

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
北
野
俊
治
さ
ん
（
泊
野
出

身
）
ハ
ン
デ
16
．
８
の
71
．
２
、
準
優

勝
は
、
僅
差
で
上
床
和
年
さ
ん
（
時
吉

出
身
）
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
79
で
中
村

彰
男
さ
ん
（
佐
志
出
身
）
で
し
た
。

　

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
宴
会
は
、
初
参

加
の
方
が
９
名
も
あ
っ
た
こ
と
で
想
像

通
り
盛
り
上
が
り
、
た
く
さ
ん
の
あ
い

さ
つ
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
等
旧
交
を
温

め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
10
月
３
日
（
土
）
に
開
催
。

多
く
の
参
加
者
で
関
東
支
部
を
さ
ら
に

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

　

本
部
総
会
は
、
８
月
29
日
（
土
）
に

開
催
予
定
。
同
日
に
昨
年
同
様
、
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
も
実
施
。
関
東
か
ら
も
昨
年

以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
幹
事
の

中
島
健
二
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
各
支
部
長
を

通
じ
コ
ン
ペ
・
総
会
へ
の
参
加
依
頼
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
元
唯
一
の
高
校

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
同
窓
生
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
三
校
同
窓
会
副
会
長　

薗
田
武
徳
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

※
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
…
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
無

　
　
　
　
　
　
　
　
し
で
一
番
の
ス
コ
ア　

　

卒
業
生
の
方
な
ど
が
集
ま
っ
て
の
ゴ

ル
フ
大
会
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
も

盛
り
上
が
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
薩
摩

中
央
高
校
発
展
の
た
め
に
、
今
後
も
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   

（
秘
書
広
報
係　
　

）

※
こ
の
ほ
か
に
も
お
便
り
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

文
章
は
、
紙
面
の
都
合
上
添
削
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参加者全員での記念撮影

さ第

花

　

町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
皆
様

に
様
々
な
場
面
で
活
用
し
て
頂
け
る
よ
う
、

た
く
さ
ん
の
教
材
を
揃
え
て
お
り
ま
す
。

↓
視
聴
覚
教
材
検
索
方
法

　

さ
つ
ま
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く　

　

http://w
w
w
.satsum

a-net.jp/

「
町
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」
↓
「
電
子
行
政
サ

ー
ビ
ス
」
↓
「
図
書
館
蔵
書
検
索
」
↓

「
本
の
紹
介
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

★
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
会
等
で
の
積

　

極
的
な
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
視
聴
覚
教
材
と
併
せ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

　

ー
や
ス
ク
リ
ー
ン
等
の
機
材
に
つ
い
て

　

も
貸
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
！

※
教
材
・
機
材
の
予
約
や
お
問
い
合
わ
せ

　
は
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
直
接
お

　
電
話
く
だ
さ
い
。

■お問い合わせ先

　町教育委員会　社会教育課　文化係内　

・視聴覚ライブラリー　☎53-0900（直通）

・宮之城文化センター　☎53-1732（直通）

機
　
　
材
　
　
名

活
用
事
例
な
ど

パ
ソ
コ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

３ 数３２２２２２１

１２３４５６７８

ス
ク
リ
ー
ン

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

ス
ピ
ー
カ
ー

書
画
カ
メ
ラ

パ
ソ
コ
ン
ケ
ー
ブ
ル(

長)

カ
メ
ラ
三
脚

・
会
議
や
集
会
の
時
の
プ
レ
ゼ
ン

　
テ
ー
シ
ョ
ン

・
視
聴
覚
教
育
活
動
（
ビ
デ
オ
鑑

　
賞
等
）
　

各
種
教
室
、
講
座
の
視
聴
覚
機
材

と
し
て

防
犯
教
室
な
ど

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー･

ス
ク
リ
ー
ン
と

併
用
し
て
、
映
像
学
習
な
ど

読
書
教
室
な
ど
、
本
や
資
料
を
直

接
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す

長
距
離
用

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
対
応

さつま町視聴覚ライブラリー
貸出教材・機材紹介

【
貸
出
機
材
一
覧
】

イベントや会議等で使えます!!

※



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２6年６月２日生

ちゃん

両親から一言

父　了　俊 さん

母　理　香 さん

な か ぞ の ゆ う や

中央公民会

明るく元気に

　育ってください！！

中囿 佑哉

プレゼント

22広報さつま23 広報さつま

４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
出
分
（
５
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

きりとり線

４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
出
分
（
25
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お便りをお寄せくださった方の中
から、10人にプレゼント。たくさ
んのご応募お待ちしております♪

読者

【応募締切】
  ６月２５日(木)消印有効

プレゼント

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原　

純
夫

アンケート ・あなたのオススメ観光スポット（さつま町内）を教えてください。

さつま町10周年記念

フレーム切手フレーム切手
差し上げます！

(82円×10枚)を

■お問い合わせ先
　社会教育課　文化係　☎(53)1111（内線2550）【本庁３階】
・さつま町ホームページ　http://www.satsuma-net.jp/
・県国文祭ホームページ　http://kagoshima-kokubunsai.jp/

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

国
民
一
人
ひ
と
り
に
12
桁
の
番
号

を
割
り
振
り
、
税
金
や
年
金
と
い
っ

た
様
々
な
個
人
情
報
を
そ
の
番
号
で

管
理
し
て
い
く
と
い
う
税
と
社
会
保

障
の
共
通
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

制
度
が
、
２
０
１
６
年
１
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　

今
年
10
月
か
ら
原
則
と
し
て
住
民

票
に
記
載
さ
れ
た
世
帯
ご
と
に
、
簡

易
書
留
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知

カ
ー
ド
」
と
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
申
請
書
」
等
を
お
届
け
し
ま
す
。

郵
送
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
を
行
う

と
、
来
年
１
月
以
降
役
場
の
窓
口
で

ご
自
分
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
無
料

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
身
分
証
明
書

と
し
て
使
え
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
開
始
後
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
発
行

済
み
の
住
基
カ
ー
ド
は
個
人
番
号
カ

ー
ド
と
交
換
す
る
か
、
有
効
期
限
を

迎
え
る
と
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
導
入
す
る
の
は
、
面

倒
な
手
続
き
を
効
率
化
す
る
た
め
で

す
。
一
人
ひ
と
り
の
個
人
情
報
は
こ

れ
ま
で
様
々
な
行
政
機
関
が
バ
ラ
バ

ラ
に
管
理
し
て
き
ま
し
た
。
住
民
票

デ
ー
タ
や
住
民
税
情
報
は
役
場
、
年

金
給
付
額
は
年
金
事
務
所
、
失
業
情

報
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
と
相
互
の
情

報
の
や
り
と
り
が
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
駆
け
ず
り

回
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
色
ん
な
活
用
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
制
度
の
周
知
を
十
分

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（　　　　　　　　　　　　　　　　    ）

    

１
日

　
　

２
日

　
　

３
日

    

４
日

　
　

５
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

15
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

19
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

28
日

　
　

30
日

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
木
）

職
員
辞
令
交
付
式
並
び
に
職
員
朝
会　

委
嘱
状
交
付
式
（
税
務
徴
収
嘱
託
員
・
交
通
安
全
専
門
指
導
員
・
農
林
業
振
興
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

辞
令
交
付
式
（
町
消
防
団
長
・
太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
）

来
客
対
応
（
北
薩
地
域
振
興
局
長
）

来
客
対
応
（
北
薩
地
域
振
興
局
建
設
部
長
・
農
林
水
産
部
長
・
薩
摩
中
央
高
校

長
・
鶴
田
ダ
ム
管
理
事
務
所
長
・
川
内
川
河
川
事
務
所
調
査
係
長
）

北
薩
地
域
振
興
局
ほ
か
年
度
始
め
業
務
打
ち
合
わ
せ
（
薩
摩
川
内
市
）　

県
庁
各
課
・
県
町
村
会
・
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
年
度
始
め
業
務
打
ち
合
わ
せ
（
鹿
児
島
市
）

ち
く
り
ん
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

公
民
会
等
花
見
（
北
原
・
大
長
・
あ
な
が
わ
・
池
之
野
・
栗
野
・
浅
井
野
・
き
ら
ら
・
高
峯
・
尾
坐
原
・
大
下
）

山
崎
小
学
校
・
鶴
田
中
学
校
入
学
式　

県
立
薩
摩
中
央
高
等
学
校
入
学
式　

▽
新
規
採
用
職
員
研
修
町
長
訓
話　

来
客
対
応
（
県
地
域
振
興
公
社
公
園
管
理
部
長
）

課
長
会　

▽
来
客
対
応
（
長
島
町
副
町
長
ほ
か
・
町
郷
土
史
研
究
会
長
・
県
自
然
保
護
課
長
）

転
入
教
職
員
宣
誓
式　
　

教
育
委
員
会
・
校
長
会
・
教
頭
会
合
同
歓
迎
会　

船
木
東
集
落
協
定
レ
ン
ゲ
祭
り
・
広
橋
公
民
会
花
見

職
員
朝
会　

▽
来
客
対
応
（
カ
イ
ケ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
長
）

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式　

▽
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
整
備
促
進
協
議
会
監
査

第
１
回
町
総
合
教
育
会
議　

▽
町
も
の
づ
く
り
企
業
振
興
会
総
会

県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
業
務
連
絡
（
鹿
児
島
市
）

来
客
対
応
（
川
内
川
河
川
事
務
所
長
）　

町
交
通
安
全
対
策
会
議
委
員
・
企
画
員
合
同
会
議

町
交
通
安
全
町
民
運
動
推
進
協
議
会　

▽
町
消
防
団
幹
部
会

課
長
会　

▽
滞
納
整
理
指
導
官
委
嘱
状
交
付
式　

来
客
対
応
（
県
ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
協
議
会
事
務
局
）　

国
勢
調
査
実
施
本
部
設
置　

▽
町
文
化
協
会
総
会　

▽
課
長
会
歓
送
迎
会　

▽
旧
薩
摩
町
長
通
夜

旧
薩
摩
町
長　

脇
榮
一
氏
葬
儀

関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
物
産
観
光
展
（
20
日
ま
で　

大
阪
市
）

関
西
さ
つ
ま
会
交
流
会
（
大
阪
市
）

町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会　

▽
県
ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
協
議
会
総
会

県
市
町
村
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
理
事
会
・
総
会　

▽
県
町
村
会
臨
時
総
会

県
観
光
地
所
在
市
町
村
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
町
公
民
館
長
連
絡
協
議
会

来
客
対
応
（
J
パ
ワ
ー
人
吉
事
業
所
長
ほ
か
）　

▽
三
役
調
整
会
議　

町
認
定
農
業
者
会
総
会　

議
会
全
員
協
議
会
（
専
決
処
分
案
件
報
告
ほ
か
）

町
健
康
づ
く
り
推
進
員
研
修
会　

▽
来
客
対
応
（
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市
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町
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・
児
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委
員
協
議
会
総
会

町長の動静 （平成27年４月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）
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憲
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　役場本庁舎玄関にカウントダウ
ンボードを設置して、国民文化祭
のＰＲを行っています。
　国民文化祭の情報は、町ホーム
ページ等でもご覧いただけます。

　「第30回国民文化祭・かごしま2015」のイメージソン
グ「タイムカプセル」をＢＧＭにしたダンスの動画が、
県ホームページに掲載してあります。
　奄美市笠利町在住の２人組ユニット「カサリンチュ」
が、かごしま国文祭で創造された文化が未来につながり
ますようにとの思いを込めて作ったイメージソングに乗
せて、楽しく覚えやすい振り付けとなっています。
　みんなで踊って、大会を盛り上げていきましょう。

タイムカプセルダンスをみんなで踊ろう！
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竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

小原 光莉
お ば ら ひ か り

さん
流水小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,417人（＋5人） 

　男　　10,402人（＋2人）

　女　　12,015人（＋3人）

    世帯数　9,704世帯

転入   161人　転出　 138人

出生　   6人　死亡    24人

 （平成27年５月１日現在）

     （　）は前月対比

幸せを届けたい
　わたしの将来の夢は、おもちゃの開発者になることです。

わたしは、おもちゃを使うといつも元気が出てきます。わた

しの作ったおもちゃで、すべての人を笑顔にしたいと思いま

す。しかし、おもちゃの開発者になるために必要なことや分

からないことがたくさんあります。今は、たくさんの友だち

と一緒に遊んだり、勉強したりして自分にできることを精一

杯頑張りたいです。そしていつか、『みんなに幸せになって

もらえるおもちゃを作る』という夢を実現したいと思います。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

６　月

７　月

６　月

７　月

7日

14日

21日

28日

5日

12日

19日

20日

林田内科

薩摩郡医師会病院

さつまクリニック

相良医院

立志病院

薩摩郡医師会病院

宮之城病院

小緑内科

５３－１１７７

５３－０３２６

５７－００２０

５３－０１６０

５５－９１１９

５３－０３２６

５３－０１８０

５２－１６７６

7日

14日

21日

28日

ウチ薬局

青空薬局

ドレミ薬局

うさぎ薬局

５３－００６３

５２－０１０１

２１－４５７５

５２－４１１６

☎

☎

☎

☎

5日

12日

19日

20日

フタヤ薬局

青空薬局

ふなき薬局

とどろ薬局

５９－２０３３

５２－０１０１

２９－３２８１

５２－２５２５

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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